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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
2022 年度 t-CO2

t-CO2

％ 6.02 ％

％ ％

t-CO2

％ 8.54 ％

％ 0.00 ％

t-CO2

％ 3.77 ％

％ 0.00 ％

t-CO2

％ ％

％ ％

３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

62 ％ 100 ％

77 ％

77 ％

％

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 株式会社 北整備
事 業 所 の 名 称 株式会社 北整備 板⾦⼯場

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 仙台市若林区鶴代町2-18
主 た る 事 業 ⾃動⾞整備業

事業者の該当要件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

目標排出量 21.8 目標原単位 21.67
削減率 6.03 削減率

温室効果ガスの
排出状況

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気

基準年度 基準排出量 23.2 基準原単位

削減率

温室効果ガスの
削減目標

8.18 削減率

排出量等の
増減理由

削減率

23.06

排出量等の
増減理由

電⼒消費量の多い機器の稼働時間を出来る限り短縮し排出量の削減が出来た。
例 乾燥機等の作動時間のタイマー使⽤による短縮化

排出量 19.4

排出量 21.3 排出原単位 22.19

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025 年度

排出原単位 21.09
削減率 16.37 削減率第１年度 2023 年度

基本対策の実施状況

基準年度

第１年度
実施状況の説明

等

空調器具の温度管理は実施されていたが記録はしていな
かった。エコドライブの周知は実施していましたが教育記
録をしていなかった。

第２年度
実施状況の説明

等

気候変動による暖房冷房等の燃料使⽤量が多くなり前年度
より排出量は増えました。事業所内の二酸化炭素濃度を測
定する機器を取り付けて環境に配慮するようにしまし
た。。

第３年度
実施状況の説明

等

排出量等の
増減理由

0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

第２年度 2024 年度

第３年度 2025 年度

前年度より排出量がやや増えましたが乾燥機⽤の灯油の使⽤量が増えたのが原因と思われま
す。作業台数が増えた分使⽤量が多くなりましたが今後更なる乾燥機の作動時間管理を進めた
い

排出量 排出原単位
削減率

（一般事業所等用）
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そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

廃棄物削減対策の実施
事業で発生する産業廃棄物の発生抑制の⼀つとして分別の
徹底において事業⽤指定ごみ袋の使⽤量を記録して排出量
を抑制する

実施済

選択対策の実施状況

項目 実施状況

エネルギー使⽤量の⾒える化（前年度⽐較） 実施済

エネルギー使⽤量の⾒える化（分計による課題発⾒） 実施済

燃費性能の良い⾞両の計画的導⼊ ⼀部実施済

廃棄物削減対策の実施
作業では積極的にリサイクル部品やリビルト部品を使⽤し
てCO₂削減を推進する

実施済

（一般事業所等用）


